
令和７年度 地域と学校の連携・協働「絆」体制構築事業 

【本事業における課題や目標、評価・分析】 

諸塚村 

【本年度重点的に取り組む課題】 

・学校と地域の課題 

・青少年の健全育成 

【課題の詳細】 

令和5年度まで、社会福祉協議会が長期休業中の児童の居場所づくりとして子供預かり所を開設

していたが、支援員と経費の負担等で実施が難しいとの申し出があった。そこで、令和5年度冬休

みより、子供の居場所づくりとして、教育委員会を中心とし、地域の支援員の方々と活動内容を検

討しながら、実施を継続しているところである。 

【課題解決のために本事業で取り組むこと】 

長期休業中のみならず、平日においても、放課後子ども教室の実施を継続していく。また、他の

事業や団体との協同により地域資源を活用した活動や幅広い世代の支援員を活用し、異世代交流を

行う。特に、中学生ボランティアや高校生・大学生の幅広い世代の支援員の増加を図る。 

【本事業で達成する目標】 

子ども達が安全に過ごせる場を確保するとともに、幅広い年齢層の支援員との交流により相

互理解を深め、地域を知り、地域への愛着を持つ子供の育成 

【目標の達成度を測る指標】 

ボランティア及び支援員の種類等 

現状の数値（R6末） 本年度（R7）の目標値 本年度の実績値（R7末） 

 

２人 

 

３人 

 

5人 

【目標に対する評価・分析】 

  高校生、大学生等が支援員やサポーターとして活動していただく機会が増えた。また、他

の団体が事業として、放課後子ども教室の活動に参加してくださり、交流の幅が増えた。今

後も異世代交流の活発化を図る。 
 



ここがイチオシ（地域学校協働本部）      【様式１】 
 

 

 

１ 活動の概要  

対象学校名 諸塚村立諸塚中学校、諸塚小学校、荒谷小学校 

活動分野 

学習支援活動（教科、総合的な学習の時間、読み聞かせ等を含む） 

環境整備  登下校の安全指導（あいさつ運動を含む）  ☐学校行事支援   

部活動支援 伝統芸能  ☐その他（   ） 

【主な取組】   

・読み聞かせグループによる定期的な読み聞かせの実施 
・登下校の見守り活動 

【連携・協働している機関】 

諸塚村観光協会、森林組合、読み聞かせグループ、PTA、寿会（高齢者）、公民館、各種団体 

○地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）  1人（村教委職員コーディネーター） 

○ボランティア登録者数  約 50 人 

 

２ 特色ある取組の紹介 
 

① 「 環境整備 」 

 ○ 活動内容 

・荒谷小学校においては区域内の全世帯が PTA の正会員として学校行事等に参加している。 

PTA 総会や運動会への参加はもちろん、学校整備においても輪番で草刈り等を行っている。 

 ○ 事業を実施して（参加者の声等） 

  ・自分の母校でもあるので学校は綺麗であってほしいし、子どもたちが喜んでくれると思うと頑

張ろうと思う。（地元 OB） 

② 「 学校行事への地域の方々の参加 」 

 ○ 活動内容 

・村内の小中学校で行われる学習発表会や運動会、オープンスクールなどは、学校が防災無線を

活用して村内に向けた周知を行う。そのため、子どもたちの発表を見るために家族や親せきだ

けでなく地域の方々もたくさん集まる。 

 ○ 事業を実施して（参加者の声等） 

  ・子どもたちの姿を見るのが楽しみで運動会や学習発表会には必ず行くようにしている。 

   時には保護者から PTA の活動について相談を受けることもある。良い関係。（地元住民） 

③ 「 伝統芸能の伝承 」 

 ○ 活動内容  

・村内の小中学校では、総合的な学習の時間や運動会等において、地域の方々から地元の神楽な

どの伝統芸能について学ぶ。踊りや舞を教わるだけでなく、時には道具作りから体験し、実際

の祭りにも参加することで世代を超えたつながりが生まれている。 

   また、諸塚の民謡である「諸塚駄賃つけ唄」については、平成１９年から毎年諸塚民謡会の皆

さまにより村内の小学校でご指導いただいている。 

 ○ 事業を実施して（参加者の声等） 

  ・子どもたちが登校時に駄賃つけ唄を歌っている。とてもいい光景だなと思う。（保護者） 

本
部
名 

諸塚村地域学校協働本部 
連絡先：諸塚村教育委員会きょういく課 

ＴＥＬ：０９８２－６５－００７２ 

地域全体で子どもたちを見守ります 



ここがイチオシ（放課後子供教室、地域未来塾、地域体験活動）  【様式２】 

 

 

 

１ 活動の概要  

対象学校名 諸塚村立諸塚小学校 主な活動場所 諸塚小学校図書室・運動場 

開設時間 

年開設日数 

放課後１４：３０～１７：３０ 

毎日 年間約２2０日 

対象学年 

平均参加人数 

１年生から６年生まで 

約４０人 

【主な取組】   

・学習や読書〈図書室〉（通年） 

・ボール運動、縄跳び、リレー、一輪車、おにごっこ等〈運動場、雨天時は体育館〉（通年） 

【連携・協働している機関】 

・諸塚小学校、諸塚村教育委員会 

○地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター） 兼 1 人    

○協働活動リーダー 兼 1 人  ○協働活動サポーター ４～５人 ○学習支援員 0 人 

２ 特色ある取組の紹介  

① 「 学校との連携を密にすることで家庭とのつながりも密に！ 」 

 ○ 活動内容 

  ・毎月 1 回、サポーター、学校、村教委職員との打ち合わせを行って連絡事項の確認や、も

ろっこクラブでの児童の様子を共有している。これにより子どもたちが抱える問題にそれ

ぞれの立場でどのように対応すべきか考え実践している。また、月に 1 回下校指導の際に

もろっこクラブでの過ごし方について先生方からお話をしていただいている。 

  ・児童のお迎え時間や方法について、毎日の健康調査票とともに先生方が確認してクラス毎

に報告していただいている。迎えの時間を支援員が把握していることで、児童も迎えの時

間まで時間を気にすることなく安心して過ごすことができている。 

  ・事業の説明はチラシや PTA 総会や参観日の懇談の時間内で実施している。 

   

 ○ 事業を実施して（参加者の声等） 

  ・以前は学校と放課後の事は切り離して考えられ 

ていたが、共通の課題として共に考えそれぞれ 

の立場で対応することができるようになった。 

（サポーター） 

   

② 「 中高生・若者、その他の事業者との交流 」 

 ○ 活動内容 

  ・中高生や若者が、ボランティア等で関わったり、   【音楽家との交流】 

村の事業とも連携したりして、県外の事業者との交流活動を実施した。 

 ○ 事業を実施して（参加者の声等） 

  ・いつも聞いている駄賃つけ唄と変わって雰囲気が違ったので面白かった。（児童） 

  ・小さい子ども達と一緒に遊び、喜んでもらえて嬉しかった。（ボランティア） 

放
課
後 

諸小もろっこクラブ 
連絡先：諸塚村教育委員会きょういく課

ＴＥＬ：0982-65-0072 

異世代との交流 



ここがイチオシ（放課後子供教室、地域未来塾、地域体験活動）  【様式２】 

 

 

 

１ 活動の概要  

対象学校名 諸塚村立荒谷小学校 主な活動場所 旧荒川保育所、学校グラウンド 

開設時間 

年開設日数 

下校～17:30 

約 220 日 

対象学年 

平均参加人数 

全学年 

10 人 

【主な取組】   

・学習、工作、読書、ブロック、ボール運動、折り紙等 

 ・自然を生かした体験活動 

【連携・協働している機関】 

荒谷小学校、地域婦人会、諸塚村教育委員会 

○地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター） 兼 1 人    

○協働活動リーダー  兼 1 人  ○協働活動サポーター 3 人 ○学習支援員 0 人 

２ 特色ある取組の紹介  

① 「 専用施設の利点を生かして毎日楽しく活動しています！！ 」 

 ○ 活動内容 

  ・荒小もろっこは、旧荒川保育所（休園中）で実施しており、荒谷小学校の児童 10 名が利用し

ている。 

  ・学校内の施設ではできなかった自然を生かした遊びや活動をのびのびとすることができる。 

 ○ 事業を実施して（参加者の声等） 

  ・サポーターと一緒に季節ごとの壁面装飾をつくったり、周辺の草花を集めて色水遊びをしたり、

時にはカエルなどを捕まえて観察したりしています。（サポーター） 

・子どもたちは、身近にあるものをフルに使って創意工夫しながら遊びを楽しんでいます。 

（サポーター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      【カエルの卵を観察する様子】  【ふきのとうを採取する様子】 

 

 

放
課
後 

荒小もろっこクラブ 
連絡先：諸塚村教育委員会教育課 

ＴＥＬ：０９８２－６５－００７２ 

自然とともにのびのびと 


